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二次評価結果

　評価できる取組

・中央通り再編に係る整備事業や自動運転の実証事業などについて、新たな一大交通結節点・交通拠点として
の機能を担えるよう、中央通り再編事業（令和9年度以降）の完了に向けて進捗していることを確認しました。
・こにゅうどうくんライナーに乗って健康体操や買い物等を楽しんでいただくツアーや運行事業者と連携したバス
の乗り方教室などの開催、市広報への公共交通の紹介や利用促進を図るための特集ページの掲載など、様々な
取組を通じて公共交通の認知度を上げ、利用啓発に努められていることを評価します。
・ＥＶバスの導入に係る複数台に渡る支援のほか、運転免許証の自主返納者を対象に新たに交通系ＩＣカードの
交付を始めるなど、運輸部門の脱炭素化や公共交通への転換に積極的に取り組まれていることを評価します。

　期待する取組

・次年度に実施予定の乗車いただいた方に沿線商業施設の割引券を提供する取組、次年度以降に予定されて
いる商業施設への乗継拠点の整備など、利用者利便の向上や利用促進に係る各種イベント・取組が、幅広い世
代に向けたアプローチとなるよう、関係者との連携・共創の下、実施されることを期待します。
・現在一部地区で実施されているデマンド交通の実証運行については、利用状況や利用者の声、効果などの分
析・考察に努め、実装に関する判断を見据え、検討が進められることを期待します。
・中央通り再編というビッグプロジェクトの進捗に合わせ、モビリティマネジメントや市内・市外を結ぶ公共交通ネッ
トワークのPRなどに継続的に取り組まれることを期待します。


